
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
   

 

八 坂 地 域 づ く り 協 議 会  2023年（令和 5年）7月１日 
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八坂地区の人口： 729 人 
（男363人・女366人）   
八坂地区の世帯：350 世帯 

    （令和 5 年 6月 1日現在） 

6月 17日（土）晴天のもと 4年振りに地域住民と保育
園、小中学校合同で八坂地区ふれあい運動会を開催する
ことができました。 
運動会の記事は次回 9月号に掲載予定です。 
お楽しみに!! 
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期日 区分 内容等 

5/16 八坂だより編集会議 ・7月号の編集内容について 

5/26 第 1回八坂地域づくり協議会 ・大町辺地総合整備計画の策定について 
（企画財政課） 

・市堆肥センターについて（生活環境課） 
・八坂警察官駐在所連絡協議会（鈴木巡査部長） 
・５月 6日～７日の豪雨に伴う災害について 
（支所産業建設係） 

・令和５年度要望書について 

・花いっぱい事業について 
・八坂太陽光発電事業協力金について 
・第４５回やまびこ祭りについて 
・相川・大曲ポケットパーク花植えへの協力 
・長野県警街頭防犯カメラ設置促進事業について 

6/5 第 1回地域間交流事業実行員会 ・地域間交流事業開催について 

6/24 相川・大曲ポケットパーク花植え ・八坂商工倶楽部・やさかボランティア隊 

 

地域づくり協議会の活動から 

６
月
５
日
（
月
）
第
１
回
地
域
間
交
流

事
業
実
行
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
実
行
委

員
長
に
は
北
澤
伸
夫
さ
ん
、
副
実
行
委
員

長
は
竹
本
明
信
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。 な

お
、
今
年
は
「
八
坂
秋
ま
つ
り
」
を

１０
月
２８
日
（
土
）
、
八
坂
地
区
文
化
祭
の

１
日
目
の
夕
刻
に
開
催
す
る
こ
と
が
決
定

し
ま
し
た
。 

恒
例
の
お
楽
し
み
抽
選
会
や
打
上
げ
花

火
の
ほ
か
、
プ
ロ
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
や
露
店
の
出
店
も
企
画
し
て
い
く
予
定

で
す
の
で
、
大
勢
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

🎆八坂秋まつりを１０月２８日に開催します🎆 
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花いっぱい事業 各集落で花植えを行いました。 

八
坂
地
域
づ
く
り
協
議
会
は
今
年
度
も

「
花
い
っ
ぱ
い
事
業
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
花
壇
づ
く
り
を
通
じ
て
、地
域
、

世
代
間
を
越
え
た
交
流
を
深
め
、
集
落
の
活

性
化
と
美
し
い
地
域
づ
く
り
活
動
を
推
進
す

る
事
業
で
す
。
ト
ラ
ッ
ク
3
台
に
満
載
さ
れ

た
花
苗
を
各
地
域
に
配
り
地
域
の
方
た
ち
が

花
壇
に
植
え
ま
し
た
。 

そ
の
中
か
ら
、
石
原
自
治
振
興
会
（
八
坂

大
滝
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
花
壇
）
野
平
自
治
振

興
会
（
川
手
地
区
の
子
ど
も
た
ち
・
国
道
19

号
線
沿
い
花
壇
他
）
の
2
ヶ
所
の
花
植
え
の

様
子
の
写
真
が
届
き
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま

す
。 

 

 

各集落に配りました 

石原自治振興会（八坂大滝ポケットパーク） 

 

 

６
月
１０

日
に
毎
年
恒
例
の
大
滝
花

壇
の
花
植
え
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
併
せ
て
大
滝
周
辺
と
石
原
基
幹

セ
ン
タ
ー
の
草
刈
り
及
び
、
消
火
栓
周

り
の
草
刈
り
作
業
も
手
分
け
し
て
行
い

ま
し
た
。
前
日
ま
で
の
降
雨
に
よ
り
、

日
頃
は
少
し
寂
し
い
滝
が
「
こ
れ
ぞ
大

滝
！！
」
と
い
う
水
量
に
な
っ
て
お
り
、

雄
大
な
滝
を
バ
ッ
ク
に
気
持
ち
良
く
花

植
え
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

昨
年
度
、
地
域
づ
く
り
協
議
会
と
合

同
で
大
滝
周
辺
の
整
備
活
動
を
行
い
、

花
壇
か
ら
も
大
滝
が
良
く
見
え
る
よ
う

に
な
り
、ま
た
、花
壇
横
の
駐
車
ス
ペ
ー

ス
に
森
林
組
合
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た

ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
を
敷
き
詰
め
た
の
で
、

気
持
ち
よ
く
散
策
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
見
に
来
て
く

だ
さ
い
。 

野平自治振興会（国道 19戦沿い花壇他） 

山留生も駆けつけ雨の中花植えを行いました。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

立川市のアンテナショップで八坂を PRしてきました！ 

切 久 保 自 治 振 興 会 切久保馬場沢（ばんばざわ）公園整備  

 

6
月
4
日
、
切
久
保
自
治
振
興
会
で

は
馬
場
沢
公
園
整
備
（
草
刈
）
に
併
せ
て
、

防
災
倉
庫
の
お
披
露
目
と
特
殊
花
火
講

習
会
を
行
い
ま
し
た
。 

 

青
い
空
の
元
、
各
自
が
持
ち
寄
っ
た
草

刈
機
が
一
斉
に
鳴
り
響
き
、
た
ち
ま
ち
き

れ
い
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
公
園
内
の
桜

と
梅
は
植
樹
し
て
十
八
年
を
迎
え
、
剪
定

が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

続
い
て
切
久
保
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
移
動
し

て
周
囲
の
草
刈
作
業
終
了
後
、
駐
車
場
に

設
置
さ
れ
た
防
災
倉
庫
を
参
加
者
全
員
で

確
認
し
ま
し
た
。
防
災
倉
庫
内
に
ど
ん
な

物
品
が
備
え
ら
れ
て
い
る
の
か
、
初
め
て

見
る
の
で
興
味
津
々
で
す
。 

大
地
震
や
豪
雨
災
害
で
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

が
停
止
、
地
域
が
孤
立
し
必
要
に
な
っ
た

時
、ど
う
活
用
す
る
の
か
を
学
び
ま
し
た
。

発
電
機
の
ガ
ソ
リ
ン
や
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
ボ

ン
ベ
調
達
方
法
、
他
に
揃
え
て
欲
し
い
も

の
な
ど
皆
で
意
見
を
出
し
合
い
、
有
事
に

つ
い
て
の
情
報
共
有
を
図
り
と
て
も
良
い

機
会
に
な
り
ま
し
た

。 

最
後
に(

有)

華
松
煙
火
さ
ん
に
よ
る
動

物
駆
逐
用
特
殊
花
火
講
習
会
を
行
い
ま
し

た
。近
年
猿
が
駆
除
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

三
連
発
花
火
の
音
を
聞
く
こ
と
が
少
な
く

な
り
ま
し
た
が
、
お
も
ち
ゃ
花
火
で
は
な

い
の
で
、
毎
年
一
回
以
上
保
安
教
育
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

動
物
も
生
き
る
た
め
に
食
べ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
、
猿
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
等
が

完
熟
す
る
の
を
見
計
ら
っ
て
や
っ
て
き
ま

す
し
、
今
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
鹿
で

す
。
雪
が
降
る
と
食
料
を
探
し
に
鹿
が
野

沢
菜
畑
に
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
農
地
を
守

る
た
め
今
後
は
、
更
に
高
い
電
気
柵
の
設

置
等
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

切
久
保
自
治
振
興
会 

 

勝
野
正
巳 
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印象に残ったことは、今回コロナの影響で 3年ぶりに淡竹の
販売をした訳ですが、淡竹ファンが非常に多かったことです。
販売開始とともにチラシを見て淡竹を目当てに来たと言う方が
次々に訪れ、みるみる淡竹は減っていきました。中には一人で
20キログラムを購入した方もいたほどです。 
完売後もさらに人気は続き、淡竹目当ての来店者が後を絶た

ず「この淡竹おいしいから楽しみにしていたのにもう終わり？
今度はいつ来るの？」など残念がる言葉をいただきとてもうれ
しくなりました。 
八坂地区では、この時期当たり前に食卓に並ぶ淡竹料理です

が、他の地域では案外手に入らない貴重なたけのこなのかもし
れませんね。 

 

 

６月 3日（土）八坂支所職員 2名（海
川支所長・産業建設係大日方）で姉妹都
市立川市にあるアンテナショップ（立川
市魅力発信拠点コトリンク内のーかるバ
ザール）に出向き八坂地区の PRを兼ね
て特産品の販売などをしてきました。 
台風２号の影響で開催も危ぶまれまし

たが、開店時間には青空も見え、八坂地
区から持参した八坂産の新鮮な淡竹
130 キログラムは、スタートから 3 時
間程度で完売となり大盛況でした。 
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八坂小中学校後期課程 

 

八
坂
小
中
学
校
と
し
て

は
、
第
1
回
目
で
す
が
、
八

坂
中
学
校
時
代
か
ら
数
え
る

と
41
回
目
を
迎
え
る
伝
統
的

な
行
事
「
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
磨

き
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

5
年
生
か
ら
9
年
生
ま

で
の
児
童
、
生
徒
だ
け
で
な

く
、
建
設
事
務
所
・
八
坂
支

所
・
地
元
の
建
設
業
者
・
協
働

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
保
護
者
な
ど

地
域
の
大
勢
の
皆
さ
ん
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
作

業
を
進
め
ま
し
た
。 

 

当
日
を
迎
え
る
ま
で
に
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
作
業
を
し

や
す
い
よ
う
に
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
付
近
の
草
刈
を
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。 

 
多
く
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら

れ
な
が
ら
活
動
出
来
て
い
る

こ
と
に
感
謝
で
す
。 

５月 16 日（火）ガードレール磨き 

遠足、楽しかったよ～♪ 
５月１８日(木)、いいお天気の中、西公園＆

大町図書館に遠足に行きました。朝から、大き
なバスに大興奮で、にぎやかに出かけました。 
 西公園にはたくさんの遊具があって、好きな
遊具で遊んだり、公園のまわりを散策していろ
いろな自然物を見つけたりして楽しみました。 
いちばんの楽しみは何といってもお弁当です。

木陰でみんなでまるくなって食べました。愛情
たっぷりのお弁当はとてもおいしそうでした。 
午後は大町図書館で読み聞かせをしてもらい

ました。楽しいパネルシアターにくぎづけでし
た。 
あまりの暑さに予定を早めて帰園しました。

体調を崩してしまう子も見られましたが、子ど
もたちは春の遠足を満喫できました。 

 
基地遊び、開始!! 

今年も基地あそびが始まりました。みんなで
草を取ったり、水路を掃除しました。道具を運
んで、タープも張って準備完了。泥んこになっ
て楽しんでいます。 
５月２６日(金)の参観日には、お家の人にあ

そんでいる様子を見てもらいました。ロープで
斜面を登るのも、上手になりました。大きな木
にお友だちと登って「やっほ～！」と得意顔で
した。蛇いちごを取ってきてお料理もしました。
「カニ、早く出てこないかなぁ。」と楽しみに
しています。これからも、八坂ならではの体験
を思いきり楽しんでいきたいと思います。お家
の方、お洗濯よろしくお願いします。 

 たけのこ保育園 



 

 

 

 

－6－ 

－ 

 

 

 

１・２年生 

５・６年生 

好天に恵まれ、４月２８日に連学年での遠足を実施
することができました。１～２年生は、学校協働隊の
北澤伸夫さんと伊東昌希さんに同行していただき、唐
花見湿原への長い道のりをがんばって歩き、八坂の自
然を満喫しました。 
３～４年生は、学校協働隊の吉原克巳さんに森林学

習をしていただき、小野和歌子さんにも付き添ってい
ただいて鷹狩山までの長い道のりをがんばって歩きま
した。 
５～６年生は、渡辺恵子さん、田中照幸さん、秋山

弥生さん、八羽田匡彦さんにご同行いただき、ごぜ岩
にまつわる伝説や矢田川の磨崖仏のいわれなどをお聞
きし、矢田川での川遊びも楽しんで、長い距離の山道
を歩き通してきました。 
子どもたちの安全確保とともに、地域の自然や地

形、歴史伝説などに関わるお話を学校協働隊の皆さん
から拝聴し、大変学びの多い遠足にすることができま
した。協働隊の皆さん、ありがとうございました。 

唐花見湿原で記念撮影 

３・４年生 鷹狩山山頂で記念撮影 

矢田川の磨崖仏の

前で記念撮影 

 
５月の授業参観日の午後、八坂小中学校そよかぜ校舎とせせらぎ校舎の環境

整備作業を、児童・保護者・地域の方々・教職員で行いました。１時間程度の
作業時間でしたが、大勢の皆様で草刈りと草集め、トイレ掃除等に取り組んで
いただいたおかげで、校舎内外が大変きれいになりました。暑いなかでしたが、
山留生保護者の皆さんから、飲み物の差し入れをしていただき、喉を潤すこと
ができました。皆様のご協力に心より御礼申し上げます 

校舎周辺環境整備作業を実施しました 
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水路整備～４月３０日（日）～ 
ボランティアの方々、5年生保護者、山留生の協力のもと、水路整備を行ないました。 

出だしから管につまりがみつかり、ハプニングもありましたが、ボランテイアの方々と保護者
にて対応でき、無事に終えることが出来ました。子どもたちもスコップを手に、一生懸命泥さ
らいや落ち葉を除去する作業を行なっていました。 
終わりには、学校支援ボランテイアの渡辺さん手作りおにぎりをみんなでおいしくいただきま
した！ 
 代掻き～５月８日（月）～ 
気温も低く、強い風が吹いている１日でしたが、学校支援ボランティアの北澤豊繁さんの

ご協力のもと、代掻きを行いました。 
北澤さんに田んぼで使用する道具や代掻きの仕方を説明していただき、足を使ってならした
りして、泥だらけになって楽しく遊びながらの作業となりました！ 

小学５年生 田んぼの活動記録 

 

田植え～５月 1７日（水）～ 
昨年同様、暖かい日差しの中、田植えを行ないました。学校支援ボランティアの北澤豊繁

さん、北澤伸夫さんにお手伝いいただき、コシヒカリの苗を植えました。苗の間を等間隔に
植えていくのが難しかったですが、繰返していくうちに感覚をつかめたようです。植えれば
植えるほど上達していきました！お米は、水が命です！おいしく育つように、みんなで成長
を見守りながら世話をしていきましょう！ 
今年から赴任された担任の田上龍生先生の感想を紹介します。 

「八坂は、すごく地域の関わりが深く、田んぼ作業は素晴らしい活動と思います！子どもた
ちも熱心に作業を行ない、足で代かきをすることは、正直驚きましたが、子どもたちにとっ
て良い経験となっていて、八坂ならでは素晴らしい活動と思っています！昨年は、害獣に田
んぼに入られ、収穫が少ない年でしたが、今年は、たくさんのおいしいお米を収穫し、秋の
収穫祭を行えることがとても楽しみです！」と感想をいただきました。 
たくさんのおいしいお米と盛大な収穫祭を楽しみにしています！ 

 

おらほの学校やさか   

 

コミュニティ・スクールだより 

１，２年生に５月１６日（火）、１７日（水）
の２日間で、カブトムシの学習を行いました。
私自身も幼少の頃に育てていました。子どもの
夏休みの課題（自由研究）目的として、八坂（野
平）から幼虫を採取してカブトムシを育て始め
て、１６年くらいになります。 
最初に幼虫についてどのような場所にいる

のか？どのように持つと良いのか？など注意
点を伝え、オスとメスの識別方法、さなぎにな
る前の準備、成虫に孵化してからの育て方を中
心に伝えていきました。2年生は、男の子で 

「カブトムシの学習」（１，２年生） 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
GW親子行事 
 
今年のGWは、これまで感染防止のために中

止していた、学園生保護者のセンター宿泊も再
開し、1泊 2日で農家訪問や親子太鼓、親子散
策を行いました。農家訪問では、1年間お世話
になる農家さんのお宅を、保護者が訪ねてあい
さつをしました。農家さんお手製の漬物や、お
はぎ、煮物、山菜料理など、都会では味わえな
い地の物をたくさんいただきながらひと時を過
ごしました。夕方には４月から全員で練習をし
ている太鼓の演目を、家族と一緒に叩きました。
覚えたての新入園生もお父さん、お母さんにリ
ズムを教えてあげる様子がありました。 
２日目の親子散策では、センター周辺を４グ

ループに分かれて散策。 
タラの芽やコシアブラなど山菜も採ることがで
きました。お昼には採れた山菜を天ぷらにして、
うどんと一緒にいただきました。普段、都会で
生活している保護者の方々も八坂の自然や文化
に触れ、子どもたちがどのような環境で日々過
ごしているのかを、感じることができたのでは
と思います。 

 
田んぼの作業 

 
保護者とお別れをし、その日の午後には田

んぼの代かきをしました。センターでは田ん
ぼの作業の大変さ、先人の苦労を体験するた
め、できるだけ手作業で行います。 
全員で裸足になって田んぼへ移動。横５列に
なって、みんなで歩くことで徐々に土と水が
混ざり、固かった足元が緩くなっていくのを
感じます。 
５月２２日には、田植えも行いました。田

んぼに引かれた線を目印に、集中して稲の苗
を植えていきました。初めて体験する子もい
る中でしたが、みんなで協力し合って、全面
にしっかり植えることができました。 
季節の移り変わりとともに、稲の成長と、

センターの田んぼがある棚田の景色の変化が
今年も楽しみです。 

－8－ 
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                    育てる会 ℡：26-2306 ＨＰ：ｗｗｗ．ｓｏｄａｔｅｒｕ．ｏｒ．ｊｐ 

みんな虫好きのようで真剣に話を聞いていましたが、１年生は、虫が苦手かな？という子も
いて、最初少し引き気味でしたが、みんなが幼虫に触れていると自然に顔をのぞかせていま
した。特に幼虫の糞を見ることがはじめての子どもたちが多く、興味津々でした。 
その糞が栄養分は少ないが、畑などに肥料として蒔けること、糞が自然と土にかえる事は、
子どもたちに理解しがたい話だったかもしれません。 
 これから成虫となり、卵を産み、幼虫となる、この一連の過程をしっかりと確

認するためには、日々の世話が大切です。子どもたちはこの一連の過程で、
「命の大切さ」をどのように感じてくれるのか？とても楽しみにしています！      

      （学校支援ボランテイア吉田敏之） 
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八坂公民館の活動から 

高砂大学入学式 
 
今年で５３回目を数える「高砂大学」は、６月８日

（木）に入学式を行い、４７名の受講者が入学しまし
た。 
入学式終了後、明治安田生命松本支社の斉藤功子さ

んから、「不足している栄養素を知る」と題して、食
生活において必要な栄養素の摂取について講演をいた
だきました。また、日頃どのくらい野菜を摂取してい
るか、受講生一人一人の測定（ベジチェック）を行い
不足している栄養素を確認しました。 
午後は、文化財センターの関本景香さんをお招きし、

明治期から昭和期にかけて宿場町大町の町並みがどの
ように発展してきたのかを学び、受講生のみなさんは
熱心に聞き入れていました。 
高砂大学は、来年３月まで全１０回の講座を開催し、

高齢者の皆さんの生きがいづくりと交流、社会参加を
図っていきます。 

 

ゴルフ教室 
 
これからゴルフを始めたい方、久しぶりにゴ

ルフを楽しみたい方を対象に５月１９日、５月
３１日、６月７日にゴルフ教室を開催いたしま
した。 
講師にあずみ野カントリークラブの越原利

光さんをお招きし、１回目はルールについて講
義をいただき、２～３回目はホクシンゴルフプ
ラザで技術講習を行いました。 
参加者は、久々のゴルフに四苦八苦しなが

ら心地よい汗を流し、熱心にボールを打ってい
ました。 
また、今回参加された方々は有志でゴルフ

場に出向き、実際にコースを廻って楽しむこと
になりました。 

高齢者サロン縁が和 

八坂支所民生係、八坂総合福祉

センター「みさか」で開催している

高齢者サロン「縁が和」では 6 月

16日（金）に、エコバッグを使っ

て草木染を行いました。今年は、藍

染です。思い思いにビー玉やペット

ボトルの蓋を使って模様を付けまし

た。皆さん、思いがけない模様が現

れ、楽しいひと時を楽しみながら、

素敵なエコバッグができました。 
藍染でエコバッグづくり 
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編

集

後

記 

明
野
に
住
む
木
村
義
一(

き
む
ら
よ
し
か
ず)

で
す
。 

昨
年
5
月
末
、
八
坂
に
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。
八
坂
で
生
活

を
初
め
て
ち
ょ
う
ど
1
年
と
な
り
ま
す
。 

八
坂
の
ポ
ス
タ
ー
の
「
な
ん
も
な
い
で
す
け
ど
」
が
、
お
気
に
入

り
で
す
！！ 

確
か
に
何
も
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、何
も
な
い
か
ら
こ
そ
自

然
を
五
感
で
感
じ
る
事
が
で
き
る
最
高
の
場
所
だ
と
思
う
か
ら

で
す
。
毎
日
「
な
ん
も
な
い
」
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
！！ 

私
は
、
愛
知
県
出
身
で
27
年
前
に
大
町
市
へ
移
住
し
て
き
ま

し
た
。縁
あ
っ
て
鹿
島
槍
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル
で
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
始
ま
っ
た
大
町
生
活
で
す
が
、多
く
の

方
と
出
会
い
多
く
の
方
の
助
け
を
受
け
、今
で
も
大
町
で
生
活
が

出
来
て
い
る
事
に
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

 

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
で
は
、イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

を
始
め
て
か
ら
ず
っ
と
目
標
に
し
て
き
た
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
最
高
峰
で
あ
る
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
タ
ー
に
3
年
前
に
初
認

定
を
受
け
ま
し
た
。
現
在
は
「
元
S

A

J
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
タ
ー
」と
し
て

レ
ッ
ス
ン
プ
ロ
の
活
動
を
し
な
が
ら
現
役
選
手

を
続
け
て
い
ま
す
。 

グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
は
、
「
安
全
に
！！
楽

し
く
！！
」を
モ
ッ
ト
ー
に
湖
で
S

U

P
ガ
イ

ド
や
コ
ー
ス
管
理
さ
れ
て
い
る
コ
ー
ス
で
マ
ウ

ン
テ
ン
バ
イ
ク
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
を
し
て
い
ま

す
。 同

じ
明
野
に
住
む「
大
町
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ

ク
ト
レ
イ
ル
ク
ラ
ブ
」代
表
の
新
沢
さ
ん
か
ら
、

八
坂
を
含
む
大
町
の
東
山
に
は
無
数
の
古
道

が
あ
り
そ
の
古
道
を
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
で
楽

し
め
る
よ
う
に
と
活
動
を
し
て
い
る
と
聞
き
ま

し
た
。私
も
こ
の
活
動
に
協
力
し
て
八
坂
の
歴

史
を
感
じ
な
が
ら
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
で
楽
し

め
る
八
坂
に
し
て
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し

た
い
と
思
い
ま
す
。 

木村 義一さん（明野） 
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集
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記 

 

や
さ
か
だ
よ
り
編
集
委
員
と

し
て
、
文
章
も
写
真
も
自
信
が

な
く
お
役
に
立
て
る
か
ど
う
か

思
い
悩
ん
で
い
る
う
ち
に
、
編

集
後
記
の
順
番
が
回
っ
て
き
て

し
ま
い
ま
し
た
。 

七
月
号
が
発
行
さ
れ
た
後
に

な
り
ま
す
が
、
私
も
お
手
伝
い

し
て
い
る
野
平
の
子
ど
も
ニ
ジ

マ
ス
つ
か
み
取
り
が
、
7
月
16

日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

今
年
は
保
護
者
の
皆
さ
ん
た

ち
か
ら
山
留
生
が
夏
休
み
で
帰

省
す
る
前
に
開
催
し
て
、
山
留

生
も
参
加
で
き
る
よ
う
な
日
程

に
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
お
話

が
あ
り
、
16
日
に
決
定
し
ま
し

た
。
当
日
は
舟
場
の
子
供
た
ち

も
一
緒
に
参
加
し
て
楽
し
み
ま

す
。
今
年
は
地
域
の
多
く
の
事

業
が
再
開
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
編

集
委
員
が
取
材
に
う
か
が
い
地

域
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ

く
こ
と
も
多
く
な
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
が
、
そ
の
際
は
皆
様

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

舟
場
自
治
振
興
会 

竹
村
梅
次
郎 

 


